
Message   ともに困難を乗り越えるつながりを              あ    
 新型コロナウイルス感染症については、全国で感染拡大が伝えられる中、本町においても昨日、感染
者の確認について発表されました。 
 この感染症については、感染防止対策を徹底しても、感染するリスクをゼロにすることはできず、誰もが
感染する可能性があります。ワクチンも未だすべての人々に行き渡っていないことなどから、不安をお持
ちの方も多いと思います。そのような中、私たちは、この感染症とその対応について、正しく向き合ってい
くことが必要です。 
 
 そこで、学校と保護者が連携して大切にしていきたいことを確認します。 
 まず、感染者に対する差別や偏見、誹謗中傷等を許さないということです。誰もが感染する可能性があ
りますので、感染した方を責めるのではなく、衛生管理を徹底し、更なる感染を防ぐことが大切です。自
分が差別等を行わないことだけでなく、身の周りに差別等につながる発言や行動があったときには、同
調せずに、「やめよう」と声をあげることが大切です。 
 
 次に、学校における感染症対策と教育活動の両立に対するご理解・ご協力をお願いします。保護者
の皆様には、これまでも、「健康チェックカード」の提出など衛生管理についての連携や、体育大会を規
模を縮小して実施することへのご理解など、コロナ禍の中においても、子供たちの学びを保障するため
の取組に対してご理解・ご協力をいただいてきました。今後も、このような感染症対策を行いながら教育
活動を進めて参りますので、一層のご理解・ご協力をお願いします。 
  
 これからの未来を生きていく子供たちが、必要となる力を身に付けていくことができるよう、学校と家庭
が連携して、子供たちを見守っていきたいと考えています。 
 いつか、私たちが、この感染症を克服したとき、ともに困難を乗り越えたことを喜び合えるつながりを大
切にしていきたいと思います。 

未来へ 
To the Future 

【新型コロナウイルス感染症関連情報】 
熊本県に「まん延防止等重点措置」適用（～６／１３） 
現在の感染状況：国分科会ステージ４（県リスクレベル５厳戒警報） 
 
＜保護者の皆様へ＞ 

◆毎朝「健康チェックカード」の提出をお願いします。（保護者のサインが必要です）  

◆以下の場合等は、「出席停止」となりますので、学校へご連絡ください。 

基 準 期 間  

生徒の感染が判明した場合 治癒するまで 

生徒が濃厚接触者に特定された場合 濃厚接触をした日の翌日から起算して２週間 

生徒がPCR検査・抗原検査等を受けることが決定した
場合 

陰性と判明するまでの期間 
 

生徒に発熱等の風邪症状や息苦しさ、倦怠感、味覚・
嗅覚障がい等の症状が見られる場合 

症状が見られなくなるまで 

（県リスクレベル４以上の際）同居の家族に発熱等の
風邪症状が見られる場合 

同居の家族に症状が見られなくなるまで  
 


